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活の様子を詳しく紹介しています。

今回からしばらくは、「ものづくり」にかかわっ

た職人の世界を、「作る」のコーナーの展示資料を

中心に紹介しましょう。

T1戸千中fI展示室では、今からおよそ 600年前

の南北朝|時代を中心とするl時期の、平戸千軒の町

並みを築物大で復元するとともに、実際の11:¥土資

料を生活の場面1ごとに分類して展示し、 人々の生

ばんし ιう

「作る」の初回では、番匠と呼ばれた人々の活動を紛介します。

番匠とは、現在でいえば大工の棟梁に相当する、建築に関与す

る職人のことです。

r1ii戸千軒jの町で番匠が活動したことを示しているのが、造

とくに鋸は、

制を*たしました。

この鋭jは、木の

主主を縦に半分にしたような形から 「木の葉形鋸」と呼ばれてい

ます。EI本の中世に数多く制作された寺社縁起絵巻にしばしば

盛場することから、中世に特徴的な鋸と考えられていましたが、

その笑物が伝わっておらず、本当にこのような形の鋸が存在し

つ

展示室「作る」のコーナーに展示された鋸

こっ

日

木の葉形鋸の出土状況

その性能を硝認するための実験も行われています。

市，j:tf.で鎌倉時代のi梓に廃棄された木の葉形鋸が発見され、

ところが、 1981年の発掘

ともに、

たかどうかさえ疑われていました。

l
i@竃軍!，il|l@、、?、fl|
lA
マi|l@、、?『fl|l@竃軍!vile
?l
A
マl
l@
?|
@可
思

ます。

また、遺跡からは約 200基の井戸が見つかっていますが、

壁木舞の出土状況

.~ 

を!高じることができるだけでなく、当時の木材加工技術の実態

を知るための武重な資料となっています。
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井戸材に残された手斧の加工痕
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